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■ 緒 言

結 核 二封 ス ル特殊 療 法 ノ確 立 セ ラ レザ ル現 今 二

於 テへ 肺 結核 ノ治 療 ハ先 ヅ 自然療 養 二挨 タザ

ルベ カ ラズ。 惟 フニ特敷 藥 剤 、結 核 菌 製 剤 、化 學

療 法或 ハ外 科 的i療法 等 出 デ テ既往 撒 年 、 甲論 乙

駁、 ソ ノ論 雫 ノ絶 エ ザ リ シ中 二掲 リ超 然 トシ テ

着 々治療 ノ實 績 ラ塞 ゲ來 リ シバ、實 二Brehmer

&Dettweiler雨 氏 ノ創 案 ニ カカ ル所 謂 「サ ナ ト

リウム」療 法 ナ リ。 該 療 法 ノ 臨 躰 的 経 験 ニ ヨ レ

バ、 特殊 藥 剤 ラ用 ピ サル モ、 大 自然 ノカ テ適 當

二利 用 スル事 ニ ヨ リテ
、 病艦 ノ抵 抗 力 テ恢 復 セ

シメテ患 者罷 内 ヨ リ登 動 スル治癒 的機 轄 テ遺 憾

ナ ク嚢 揮 セ シメ、 以 テ不 治 ノ疾 病 ト構 ヘ ラ レタ

ル肺結 核 テ モ漸 次 治 癒 二赴 カ シメ得 ル事 ヲ立 詮

シ得 タ リ。

「サナ ト リウム」療 法 トハ
、 所 謂 大 氣 安 静 、衛 生

及 ビ榮 養等 ノ縮 合療 法 ニ シテ.夫 々 細 心 ノ注 意

ラ要 スル ト錐 モ就 中榮養 食 餌療 法 二重 黙 テ置 カ

ザ ルベ カ ラ ズ。

食餌 療 法 テ最 モ合理 的 二行 ハ ン ト欲 ス レバ、 客

観 的 及 ビ主 観 的 ノ爾 方 面 ヨ リ、 ソ ノ合 法 性 テ批

判 シ、 以 テ ソ ノ重 要 性 ノ認 識 テ確 實 ニ セ ザ ル ベ

カ ラ ズ。 然 ル ニ今 日 ノ食 餌 療 法 ハ容 観 的 理 論 二

走 リテ患 者 ノ嗜好 ラ主 トセル主 観 的 研 究 テ浸 却

セル観 ナ シ トセズ、 弦 二於 テ余 ハ、 肺 結 核 患 者

ノ食 物 嗜好 ガ如何 ナ ル傾 向 ニ ア ル ヤ ラ知 リオ ク

コ トヘ ソ ノ圭観 的 研 究 トシテ極 メ テ大 切 ナル

事 ト信 ジ、湘 南 「サ ナ トリウ ムJ二 入院 セル60名

ノ肺 結 核 患 者 二就 キ テ該 問題 ノ研 究調 査 テ企 テ

タ リ。 余 寡 聞 ニ シテ未 ダ此 種 ノ研 究 登 表 アル ラ

聞 カザ レバ、 本研 究成 績 ラ報 告 シテ諸 彦 ノ御 批

制 ラ仰 ガ ン ト欲 ス、

n,實 験 及 ビ 調 査 方 法

患者 二食 物 ノ嗜 好 テ尋 ヌ ルニ當 リテ、正 當 ナル ル著 明 ナ ル事 實 ナキ 限 リ患 者 ハ 「別 二疑 ア リマ

返答 ヲ得 ン トス ル事 ハ、 決 シテ容 易ナ ラズ。 頗 セ ン」ト答 フル テ常 トス。
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結 核 患 者 ノ食 物 嗜 好 ハ___..方二偏 ス ル モ ノ多 ク シ

テ、 野 菜 ラ・特 二好 ム者 、或 ハ獣 肉 ヲ特 二好 ム者

等 實 二偏 食 者 ノ多 キ テ痛 感 ス。

モ シ「獣 肉 ト魚 肉 トデハ ドチ ラガ好 キ カ」ト質 問

ス ル時 ハ、 必 ズ 「肉 ノ方 ガ」トカ叉 ハ 「魚 ノ方 ガ」

トカ 判 然 ト答 フ レ ドモ、 「肉 ト野 茶 トデ ハ ドチ

ラガ好 キ カ」、 或 ハ 「野 菜 ト魚 トデハ ドチ ラガ好

キ カ」ナ ド ト尋 ヌル 時 ハ屡 ≧返 答 二 窮 ス ル ヲ見

ル。 斯 ル際 ニ ハ 「ドチ ラモ 腕 ノ アル 料 理 入 ガ調

理 シタモ ノナ ラバ、 貴 下 ハ野菓 ト肉 トデハ ドチ

ラへ先 二箸 ラ 蓮 ビ タ クナ リマ スカ」 卜余 ハ 再 ピ

バ ー 麟霧♂.　 ,o

クノ如 ク種々 ノ問ヲ登 シテ患者本來ノ食物嗜

テ尋ヌル時ハ、比較的正確ナル返答二接 シ得。

者 ノ病駄程度即チ病期 ノ表現 ニハ、便宜上 ツ

バン・ゲルハル トノ分類法二從ヘリ。

過 ノ良否ハ、熱型、血球沈降速度、喀疾量 ノ

減、膣重 ノ増減、理學的所見及 ビX光 線學的

見等 ヨリ1良1可及 ビ不可 ノ三階級 干分 テリ。

ハ禮温37℃ 以上アルモノテ有熱者 ト看倣 シ、麟
a
・4C迄 ラfラ 以 テ表 ハ シ、37.。5C ,以上37。.9C

テffト シ、38℃ 以 上 ヲfffラ 以 テ 表 ハ セ リ。
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∬1.實 験調査項 目

A.肺 結 核 患 者 ハ褒 病 前 卜登 病 後

トニ於 テ食物 嗜 好 二憂 移 ア リヤ

本 問題 テ解決 スル ニ當 ツテ注 意 スベ キ ハ、 本疾

病 ガ極 メテ慢 性 ナ ル爲 、 病 氣 ノ縫 過 中 二年 齢 ノ

漸 次推 移 シ、 ソ レ ノ ミニ テ既 二食 物嗜 好 ノ攣i化

ヲ來 タ ス事 ナ リ。 次 二起 ル問 題 ハ、 騒 病 前 二於

テ大好 物 ナ リ シ食 物 モ、 治 療 上禁 制 セ ラ レ タル

爲、 自然 二 嫌 切 トナ レル事 ナ リ。 叉 反 封 二治

療 上必要 ト信 ジテ或 食 物 テ嗜 好 スル様 ニ ナ レル

コ トア リ。

余 ハ其他 諸種 ノ黙 テ考 慮 ニ オ キ ツ ・調 査 テ 進

メ、 可及 的穏 當 ナル批 判 ラ下 ス事 二努 力 セ リ。
の

即 チ別 表 ノ如 ク調 査 セル患 者60人 中33人 ハ螢

病 ノ前 ト後 二於 テ食 物 ノ嗜 好 二髪 化 ア リ ト認 ム

ルモ ノナ リ。 即 チ 余 ノ調 査 セ ル 肺 結 核 患 者 ノ

55・5%ハ 、食 物 嗜好 ガ登 病 前 ト比 較 シ テ攣 化 セ

ル ラ認 ム。 而 シテ之 ラ男 女 性 別 二 見 レバ、男42

人 中攣 化 セル モ ノ23人(55・5%〉 、女18人 中攣

化 セル モ ノ10人(55・5%〉 ニ シテ、 全 ク同 卒 ナ

リ。

第1表 獲病 前嗜好 ノ獲病後 二於 テ

攣移 セルモノ

男 女1合 計

調鰍 鵬
‡

1860

攣化釧23 1033

2靴 剰55.5% 55.6%155.5%

郎 チ肺結 核 患 者 ノ過 牛数 ハ登 病 ノ前 ト後 トノ食

物 嗜好 二攣化 ア リテ、 ソ ノ食 物 嗜 好 攣 化 傘 ハ男

女性 別 二差 異 ヲ認 メ ズ。

B.食 物 嗜 好 攣 移 ト病 期 トノ關係

第1期 、第ll期 及 ピ第 孤期 ノ各 期 二於 ケ ル患 者

中、 如何 ナル期 ニ アルモ ノ ガ最 モ多 ク嗜 好 攣 化

テ來 タセル カテ知 ラ ン ト欲 シテ調 査 ヲナ シ タル

ニ、第1期16名 中10名 、第ll期29名 中16名 、

第 皿期15名 中7名 夫 々登 病 ノ前 ト後 二 於 テ 食

物 嗜好 二攣移 チ認 メ タ リ。 帥 チ是 テ百 分 卒 ニ テ

表 ハ セバ、第1期62%、 第 ∬期55%、 第 皿期

46%攣 移 λe今 假 二 第 皿期 ノ嗜 好 攣 移程 度 ラ

100ナ ル指藪 ニ テ 表 ハ セバ、 第 皿期 ハ120ト ナ

リ、 第1期 ハ135Fナ ル。 依 是 観 之 、 肺結 核 患

者 ハ登 病 前 ノ食物 嗜 好 ガ褒 病 後 二於 テ攣 化 スル

卒 ハ、 初 期 ユ於 テ 最 モ高 ク、皿期 ヨ リハ 皿期 ト

病期 ノ進 メル者 程 嗜 好 ノ攣牝 スル モ ノ診 キ事 テ

知 リ得 タ リ。

第2表 病期 ト嗜好攣移bノ 關係

病 期 1 皿 皿
i

調 査 鍛 16 29 15

攣化 實薮 10i16 7

攣化百分率 62%155% 46%

指藪 ヲ以テ
ノ比較

135 120 100
1

此'統 計 的 事實 ラ基 礎 トセ バ、肺 結 核 患 者 ガ ソ

ノ経 過 中 二於 テ登 病 前 ノ嗜 好 ガ漸 次 攣 移 シ行 ク

時 ハ、 ソ ノ豫 後 ハ先 ヅ悪 シキ方 ナ ラズ ト推 定 シ

得 ベ シ。 是 肺結 核 患 者 ノ経 過 観 察 上興 味 ア ル事

ト潅碧L4整ス。

C.食 物 嗜 好 攣 移 ト経 過 トノ關係

病 氣 ノ経 過 ガ該 食 物 嗜 好 攣 化 傘 ト如何 ナ ル關 係

ニ ア リヤ ト考 へ、 患 者 ノ経 過 ラ各 期 二亙 リテ大

盟 良 、可 及 ビ不 可 ノ三 階級 二分 テ バ、先 ヅ良13.

可35、 不 可12ニ シテ、ソ ノ中 食物 嗜 好 憂 化 テ 認

メ タル者 夫 々良9(69%)、 可18(51%)、 不 可5

(42%)ヲ 数 ヘ タ リ。 今 不 可組 ノ攣 化 傘 ラ100ナ

ル指 薮 ニ テ表 ハ セバ、 可 組 ハ121、 良組 ハ140

トナ リテ、 登 病 前 ノ食 物 嗜 好 ガ螢 病 後 二於 イ テ

壁 化 セ ル者 ハ、 経 過 良 ナ ル モ ノ ニ 於 テ 最 モ 多

ク、経 過 不 良 ナル モ ノ程 嗜 好攣 化 セ ル モ ノ勘 シ。

蓋 植 物 性 紳 経 系統 ノ鋭 敏 度 ニモ 關 スル モ ノナ ラ

ン¢

肺 結 核 ハ1期 患 者 ニ テ モ経 過 不 良 ナ ル モ ノモ有

レバ 皿期 患 者 ニ シテ爾 且経 過 良好 ナ ルモ ノ ア リ

テ、 病 期 ト経 過 トハ決 シテ同 一一硯 スベ キ モ ノニ

非 ズ。 故 二本 結論 テ前 項 二述 ベ タル病 期 ト嗜 好

攣 化 トノ關 係 二於 テ得 タル結 論 ト併 セ考 フ ル時

ハ、 豫 後 判 定 上 一層 ノ意 義 ラ 添 フル モ ノ ト信

ズ 。
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第3表 縄 過b嗜 好攣移bノ 關係

輝 過 良 可 不可

調 査 籔 13 35 12

愛化 實 鍛 9 18 5

愛化百分奉 69% 51% 42%

比 奉 140 121 100

D.肺 結核患者ハ濃厚食 ト淡白食物

トノ何 レテ多 ク好ムモノナ リヤ

肺結核症 ノ食餌療法中、最近多量 ノ脂肪 ラ與 フ

ル事 ノ必要性ガ特二強調セラル ・二當 リ、肺結

核患者 ノ食物嗜好ハ、一・禮濃厚ナル食品 ト淡白

ナル食品 トノ何 レヲ如何ナル程度二好ムモノナ

リヤテ知 リオク事ハ、吾々臨林家二 トリデ相當

二意義 アル事 ト信ズ。

サレド本問題 ヲ論ズルニ當 リテハ、次 ノ諸項如

何ニヨリテ各人 ノ嗜好ハ左右セラル ・モノナル

事 子先ヅ念頭二置カザルベカラズ。

L調 理人 ノ腕前(脂 肪ラ多 ク用 フル 方ナル

カ又ハ紗 ク用フル方ナルカ、又用 フル脂肪 ガ

高級ナルカ低級ナルカ等>

2。 料理 ノ材料(李 素獣魚肉類 テ多ク用 フル

カ叉ハ野茱 テ圭 トセルカ)

3.家 庭 ノ階級

4.年 齢

5.男 女ノ姓別

6。 職業及 ビ仕事

7.住 居

等,サ レド以上ハ條件種々雑多ニシテ、是 ヲー

々優別 シテ批判 スル事ハ事實上不可能二近キ事

ナレバ、余ハ以上 ノ諸條件テ充分考慮二置キツ

ツ取捨 シ、先ヅ肺結核患者ソ褒病前 ノ食物嗜好

及 ピ登病後二於ケル嗜好テ、肉、魚及 ビ野菜等

ニツキテ調査テ進メ、以テ肺結核患者ハ濃厚ナ

ル食物 ト淡 白ナル食物 ノ何 レラ多 ク好ムモノナ

リヤテ検 セントス。

調査 ノ結果、食物嗜好 ノ濃淡何 レトモツカザル

者17名 ラ除 キテ、螢病前濃厚食好 ミナリシ者

14名 、 登病前淡 白食ラ好ム者29名 ヲ撒へ得タ

リe今 登病前濃厚食品テ好 ム者 ノ割合ラ100ナ

ル指 数 ニ テ表 ハ セバ淡 白 食好 者 ノ割 合 ハ207ト

ナ ル。 此 ノ他 二褒 病 後 二於 テ濃 厚 食好 ミ トナ リ

シ3例 ト登 病 後 淡 白食 好 £ ト慶 レル10例 ラ夫

々加 算 スル時 ハ、 濃 厚 食好 ミ17例 、淡 白食好 £

39例 トナル。 假 二濃 厚 食好 ミ ノ 総 撒 テ100ナ

ル指 籔 ニ テ示 セバ淡 白食 好 ミ者 ノ撒 ハ280ト ナ

ル。 即 チ淡 白食 好 ミノモ ノハ濃好 食好 ミノ者 ヨ

リモ遙 二肺 結 核 症 二罹 患 シ易 ク、 爾 肺結 核 患者

ノ ヲ3以 上 ハ、淡 白食 好 ミ者 ナ ル事 チ知 リ得 タ

リ。

肺 結 核 症 二淡 白食好 ミガ斯 ク モ多 キ理 由 ハ、果

シ テ病 禮 ガ淡 白 食 品 即 チ圭 ト シテ含 水 炭 素鋏 乏

ノ爲 二慾 求 スル モ ノナ リヤ、 或 ハ禮 質 二基 ク慾

求 ナ リヤ、 將 ス 該 患 者 ハ濃 厚 ナル食 物 テ清化 吸

牧 ス ル機 能 衰 ヘ タル爲 ナ リヤ。

抑 モ 中性 脂 肪 ハ、膵液 中 ノ脂 肪 潰 化酵 素 「ス テ ア

プ シン」ニ ヨ リテ脂 肪 酸 ト「グ リセ リ ンJト ニ 分

解 セ ラル。 「ス テ ア プ シ ン」ノ此 作 用 二封 シテハ

謄 汁 ノ共 力 ガ殆 ン ド紹 封 的 二必 要 トシ、 モ シ之

ラ訣 ク時 ハ、 脂 肪 ノ清化 ハ著 シ ク障碍 セ ラル ・

モ ノナ リ。 叉 一 方 二於 テ膿 汁 ハ膵液 中 二存 スル

「ス テ ァ ブ シ ノー ゲ ンJラ 賦 活 シテ膵液 ノ作 用 ヲ

助 ケ、 他 方 二於 テハ分 解 ノ結,果生 ジタル脂 酸及

ピ残 絵 脂 肪 ラ乳 化 溶 解 シ、 以 テ ソ ノ吸 牧 テ便 ナ

ラ シム。 分 解 ニ ヨ リテ 生 ジ タ ル 「グ リセ リン」

へ 水 二溶 解 シテ腸 管 ヨ リ吸 牧 セ ラル。 以 上 ノ

如 ク脂 肪 ノ消化 吸 牧 ハ、 全 ク膵 臓 ト肝 臓 トノ共

力 ニ ヨ リテ行 ハ ル ・モ ノナル事 ハ、 今 日一般 二

信 ぜ ラル ・塵 ナ リ。

第11同 ノ結 核 病 學 會 二於 テ、北 海 道 大 學 中川 内

科 ノ飯 室 、深 谷 ノ雨 氏 ハ、 結 核 患 者 ノ肝 臓機 能

検 査 ラ行 ヒテ、 肺 結 核 患 者 ハ肝 臓 機 能 障 碍 ノ起

レル モ ノ極 メ テ多 ク、 就 申滲 出型 二於 テハ障 碍

最 モ強 ク、 檜 殖 型 之 二次 ギ、 硬 攣 型 二於 テハ障

害 ノ登 生紗 キガ如 シ ト。

郎 チ余 ノ本 調 査 成績 二於 テ、 肺 結核 患 者 二濃 厚

食 好 ミノ砂 キ事 實 ハ、恐 ラ ク脂 肪 溝 化器 ナル膵

臓 及 ビ肝 臓 ノ機 能 減 退 二基 クモ ノナル ベ シ。

是 雨 氏 ノ研 究 ト相 倹 テ、 肺 結 核 患 者 ノ食餌 療 法
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ヒ興 味 アル モ ノ ト信 礼

E.淡 白食 嗜 好 ト病期5ノ 關係

前章 二於 テ、 肺 結 核 患 者 ハ圭 トシテ脂 肪 分 二富

ミ、 巳ツ動 物 性 ノ蛋 白質 ヨ リナ ル濃 厚 食 品 ラ嫌

ヒテ、 野菜 テ圭 トセ ル淡 白 ナル 食物 テ好 ム者 ノ

多 キ事 テ知 リ得 タ レ共 、該 淡 白 食 テ好 ム卒 ハ肺

結核 症 ノ病期 トハ如 何 ナル關 係 ア リヤ。

本 問題 二就 キ テ調 査 セル腿、第1期 患 者16人 中

淡 白食 好 ミ ノ者6人(38%〉 、第ll期 患 者29人 中

18人(62%)、 第 皿期 患 者15人 中9人(60%〉 ハ

淡 白食 好 ミナ リ。 今 第1期 ノ淡 白食嗜 好者 撒 ラ

100ナ ル指 籔 ニ テ表 ハ セ バ、 第H期 ハ163,第 皿

期 ハ158ト ナ ル。 即 チ初 期 ノ患 者 ニ ハ淡 白 食好

ミ ノモ ノ比 較 的紗 ク、 皿期 皿期 二届 ス ル 患 者 ハ

淡 白食 テ好 ム 者 非 常〉二多 シ。 湘 南 「サ ナ トリウ

ム」二於 テハ、脂 肪 ハ高 級 品 テ用 フル ニ非 ザ レバ

患 者 ハ下痢 テ起 ス事 厘 々 ナル辛 キ経験 二鑑 ミ、

常 二極 高等 ナ ル脂 肪 テ使 用 シツ ・ア レ ドモ、爾

且ツ以 上 ノ如 キ調 査 成績 ヲ得 タ リ。

此 ノ成 績 ヨ リ考 ヘ ラル ・事 ハ、 初 期 ノ患 者 ハ治

癒 機韓 旺 盛 ナ ル結 果 、 濃 厚 ナ ル食 事 即 チ脂 肪 分

二富 メル食 品 テ慾 求 ス ルモ ノニ ハ非 ズヤ トノ考

ヘ ヲ愈 ㌃深 ウス ル モ ノ ナ リ.

以上 ノ諸 黙 ヨ リ要約 スル ニ.吾 人 ガ肺 結核 症 ノ

治 療 二際 シテ考 フベ キ事 ハ、 患 者 ノ潰 化器 系統

ガ慮 ジ得 ル限 リ、可 及 的 濃 厚 食 品 チ與 フル テ以

テ合 理的 トナ ス ガ如 シ。

第4表 病期 ト淡 白食好 ノ關係
欄

病 期 1 皿 「 皿

調 査 撒 16 29 15

淡 好實 籔 6 18
一 一 一一

62%

9

淡好百分奉 38% 60%

比 奉 100 163 158
1

F.淡 濃 嗜 好 ト経 過 トノ關係

前章 二於 テ肺 結 核 症 ノ輕 症 者 ハ圭 ト シテ濃 厚 食

ヲ好 ミ、 重症 者 ハ 主 トシテ淡 白食 ヲ好 ムモ ノナ

ル事 ヲ統 計 的事 實 トシテ知 リ得 タ リ。 然 ラバ濃

淡 嗜 好 テ病氣 経 過 ノ上 ヨ リ観 ル時 ハ、 果 シテ如

何 ナル關 係 ア リヤ.是 余 ノ知 ラ ン ト欲 ス ル慮 ナ

リ。 即 チ ソバ肺 結 核 患 者 ノ診 療 二從 事 シ居 ル醤

師 ニ ト リテ豫 後 デ トスル上 二盆 スル塵 勘 カ ラズ

ト信 ズ レバ ナ リ。

依 テ余 ハ各 期 ノ患者 ノ経 過 ラ良 、 可 及 ビ不 可 ノ

三 階級 二分 チ テ淡 白 食 品 ラ好 ム者 ガ各 何%ノ 割

合x存 ス ル カ テ調査 シ以 テ、 第6表 二示 ス ガ如

キ成 績 ヲ得 タ リ。 郎 チ経 過 良 ナ ル 級 ニハ46%

ガ淡 白 食 テ好 ミ、 可 ノ 級 ニハ57%、 不 可 組 ハ

58%ト イ フ ガ如 ク、経 過 不 良 ナル者 程 淡 白食 ヲ

好 ミテ濃厚 食 ヲ好 マ ズ、 之 二反 シテ経 過 良 好 ナ

ル モ ノハ淡 白食 テ好 マ ズ シテ濃好 食 ヲ好 ム。 今

経 過 良組 ノ淡 好 傘 ヲ100ナ ル指撒 ニ テ 表 ハ セ

バ、 可級 ハ124、 不 可組 ハ126ト ナ ル。 郎 チ之

テ換 言 ス レバ、 経 過 良 好 ナ ル者 ノ過 牛撒 ハ 濃厚

食 品 テ好 ミ、経 過 佳 良 ナ ラザ ル者 ハ主 トシテ淡

白食 ラ嗜好 ス。

第5表 維 過 ト濃淡好 トノ關係

経 過 良 可 不可

調 査 鍛
一

13 35 12

淡 好實 轍 6 20 7

淡好百分奉 46タ ク 57タ6 58%

比 率 100 124 126

G.有 熱 患 者 ト濃淡 嗜 好 トノ關係

肺 結 核 症 二於 テ ハ、有 熱 者 必 ズ シモ重 症 者 ナ ラ

ズ、 重 症 ナ ル モ ノ必 ズ シモ熱 ア ル モ ノニ非 ズ
。

又経 過 不 良 ナ ル 者 モ 必 ズ シモ 有 熱 者 ナ ラズ。

部 チ滲 出型 肺 結 核 ノ進 行 性 ノモ ノハ多 クハ 高 熱

テ件 ヘ ドモ、 室 洞 ラ有 ス ル滲 出 性 結核 ニ シテ尚

且無 熱 ナ ル場 合 稀 ナ ラズ。故 二熱 ノ有 無 ハ 病期

及 ビ経 過 トハ或 黙 マ デ ハ別 個 二考 フベ キ問 題 ナ

リ。Bacmeisteru.Rehfeldtハ 結 核 患 者 ノ榮

養 上最 モ重 要 ナル モ ノハ脂 肪 ニ シテ、 榮 養低 下

セ ル場 合 、殊 二高褒 熱 歌 態 二於 テハ脂 肪 ハ 「カ ロ

リー 供給 源 トシテ 大 二 役 立 ツ モ ノナ リ ト述 プ

レ ドモ有 熱 患 者 ノ主 観 的 立 場 ヨ リハ、 食 物 ノ濃

淡 嗜 好 關係 果 シテ如 何 。 是 余 ノ本 章 二於 テ究 明

セ ン ト欲 ス ル庭 ナ リ。

Bacmeister-Rehfeldt等 ノ・1結核 患者 ノ榮 養 ト食

餌 」ナ ル著 書 中 二於 テ、結 核 患 者 ノ有 熱 時 ユハ船
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蛋 白質 ノ分 解 増 進 スル モ ノニ シテ、 ソ ノ清 失 ラ

補 ヒ以 テ蛋 白質 ノ均 衡 維 持 テ計 ル爲 二、 蛋 白質

ノ供 給 テ鹸 分 ニ スベ キナ リ ト、 且 ツ減 退 セ ル食

慾 二封 シテ ハ、 量 少 ク シテ「カ ロ リー」高 キ食 晶

テ與 フル事 大 切 ナ リ ト述 《ごタ リ。

爾 有 熱 時 二伴 フ食 思 減 退 ハ如 何 ナ ル理 由 二基 ク

ヤハ未 ダ不 明 ナ ル モ、 恐 ラ クハ全 身 ノ嚢 弱及 ピ

沈 退 セル精 紳 状 態 二基 因 スル塵 ナ ラ ン。 而 シテ

該 原 因 ハBacmeister等 ハ決 シテ 胃液 分 泌 ノ減

退 二蹄 スベ キ ニ ハ ア ラズ ト。

前,述 ノ如 ク禮 温37。.1C以 上 テ 有 熱 者 トシテ 調

査 シタ塵 、 有 熱 肺 結 核 患 者21名 中、淡 白食 品 テ

好 ム者14名 、 濃 厚 食 品 テ好 ム モ ノ5名 、濃 淡 嗜

好 何 レ トモ ッ カザ ル者2名 ア リ。 是 テ百分 率 ニ

テ ミ レバ、 濃 厚 食 好24%、 淡 白食 好67%ト ナ

ル 。假 二濃厚 食好9EテIOOナ ル指 撒 ニ テ示 セバ

淡 白食 好iハ279ト ナ ル。

帥 チ有 熱 肺結 核 症 ノ濃 厚 食 好 ミニ封 シテ淡 白 食

ラ好 ム者 ノ割 合 ハ、100:279ナ リ。然 ル ニ肺 結

核 患 者総 膣 ノ濃 厚 食好 ノ ミ淡 白 食好 二封 スル割

合 ハ、100:230ナ レバ、有 熱 患 者 バー 般 肺 結 核

患 者 二比 シテ淡 白 食 品 ラ好 ム者 多 シ ト謂 ヒ得 ベ

シ。漠 然 タル 素人 考 ヘ ニ テモ登 熱 時 ハ濃 厚 ナ ル

食 事 ヨ リハ淡 白 ナ ル食 事 ラ好 ム モ ノナ レ ドモ、

肺 結 核 患 者 二於 テモ有 熱 者 ハ、 淡 白食 好 ミニ偏

シテル事 テ妓 二 調 査 ヒ ～事 實 トシテ 知 リ 得 タ

リ。 即 チ患 者 ノ圭観 的 立場 ヨ リ観 ル 時 ハ有 熱時

ニ ハ脂 肪 質 テ嗜 好 セ ザ ルモ ノナ ル ヲ知 ル、 サ レ

バBacmeister等 ノ有熱 時 二 脂肪 ラ 大 量 二 與

ヘ ン トスル客 観 的 考察 ノ ミテ以 テ ス ルハ果 シテ

當 テ得 タル モ ノナ リヤ。 是 余 ノ甚 グ疑 問 トスル

虜 ナ リ。

第6表 有熱者 ノ濃淡好割合

有 熱 者
瞳 好 淡 蛙

100279

全肺結核患者 1001230

爾 叉 此 結 果 ヨ リ シテ、 食箋 二脂 肪 テ多 量 二盛 リ

タ ルGersonSauerbruchHermannsdorfer氏

等 ノ減 盤 食療 法 二封 シテハ、 有 熱 患 者 ハ適 慮症

ナ ラズ ト思 惟 ス。

慶 慮 義 塾大 學 ノ李 井 教 授 ハ肺 結 核 患 者 ノ食 餌療

法 二就 キ テ述 べ テ日 ク、 脂 肪 ハ結 核 患 者 ノ榮 養

品 トシテ重 要 ノモ ノナ レ ドモ、 元 來 日本人 ハ歌

米 人 蛇 二 中華 民 國 人 ト異 リ テ脂 肪搬 取 量勘 ク、

殊 二登 熱 時 ニ ハ脂 肪 ラ厭 フモ ノ多 シ ト。

而 シテ有 熱 時 ニ ハ 胃液 ハ減 酸若 クハ 無酸 トナ ル

故 二、脂 肪 及 ビ肉類 ノ供 給 テ制 限 スベ シ ト。是

蓋 シ正 當 テ得 タ ル言 ニ シテ、 余 ノ本 研 究 成績 ハ

患 者 ノ主 観 的 立揚 ヨ リ正 二之 ニー 致 ス ルモ ノナ

リ 。

rv.考 按

食物 ノ嗜好殊 二濃淡嗜好如何ハ、主 トシテ食品

ノ成分 タル榮養素 ノ種類及 ビ其 ノ量的關係二基

因ス。淡白ナル食品テ嗜好 スルハ、即チ主 トシ

テ含水炭素及 ピー部 ノ蛋白質殊二植物性 ノモ ノ

テ嗜好スルモノニセテ、濃厚ナル食物テ好ムハ

重二脂肪分二富ム食品テ嗜好 スルモノナリ。

故二肺結核患者 ノ食物嗜好殊二濃淡嗜好 ラ論ズ

ルニ當 リテハ、先ヅ肺結核患者二封 スル脂肪 ノ

意義二就キテ充分 ノ認識テ必要 トス。

仰モ人艘 ノ脂肪供給 ノ重要性ハ、蛋白質 ガ人艦

二必要ナル程 ニハ絶封的ナラズ。 サレド相當重

要ナル意義 ノ存スルモノナル事ハ以下述 プル鹿

ニヨリテ明ナラン.

Voitニ ヨレバ、勢働 スル人 ノ個艦維持拉二消費

鋪 給 ノ 目的二へ1日 約50瓦 ノ脂肪 テ必要 ト

ス。(但盟重70妊 ノ場合)

人間 ノ膿脂肪ハ食品脂肪 ノ等量ヲ以テ=補足 シ得

ルガ故二、食品脂肪 ノ供給 テ槍量 スル事 ニヨリ

テ罷脂肪沈著ラ壇加セ シメ得。斯ルガ故汽 榮

養低減叉ハ貯藏脂肪 ノ乏 シキ痩 セタ肺結核患者

ニハ脂肪 ノ供給 ラ多 クスル事ラ極 メ テ必要 卜

久。

囁取 シタル脂肪 ガ吸牧佳良ナル時ニハソノ病盤

ニハ叉良好ナル沈着條件 ガ與ヘラレ、而 シテ脂
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肪沈 著 ガ高 マ レバ、 結 核 性 病 機 二封 ス ル抵 抗 力

ガ増進 サ ル ・モ ノ ナル事 へ 諸 家 ノー般 二認 ム

ル塵 ナ リ。 故 二腸 結 核 症 ノ共 存 無 キ限 リハ榮 養

低 下 ノ場 合、 又 ハ貯 藏 脂肪 ノ鋏 乏 セ ル肺 結 核 患

者 ニハ、須 ク脂 肪 供給 テ檜 量 スベ キナ リ ト信 ズ。

結 核患 者 ノ1日 ノ必 要 脂肪 量 ハ、諸 家 ニ ヨ リテ

多 少異 ニ スル モ、比 較 的大 量 ヲ供 給 セ ン トスル

黙 二於 テー 致 ス。Grauニ ヨ レバ150乃 至175

瓦。P6pke&Sturum等 ハ200瓦 。Schrδder

&Kaufmannハ200瓦 乃 至250瓦(同 時 二含 水

炭 素 ハ500瓦)テ 必 要 トス ト。.

此脂 肪 ノ需要 二封 シ テハ、 動 物 性拉 ピニ植物 性

脂 肪 ラ以 テ充 分 二供 給 セ ネバ ナ ラナ ィ。

動物 性 食 品 ト シテ墾 グベ キモ ノハ、 獣 肉、豚 脂 、

其 ノ他 ノ獣 脂 、 牛乳 、 「ク リー一ムJ、 「バ ター」及

ピfチ ー ズ」等 ニ リテ、 植 物 性 脂 肪 ト シテ ハ諸 種

ノ植物 即 チ菜 種 、胡 桃 、 扁 桃 、 概 及 椿 等 ノ實 ヨ

リ抽 出 シ得 タ ル油類 ナ リ。 是 等 諸 種 脂 肪 ノ腸 内

二於 ケル湾化 吸牧 卒 ハ、 種 々檬 々 ニ シテ、 ソ ノ

種 類 ハ勿 論ツ ノ 量 二關 係 ス。 就 中注 目 ス ベ キ

へ 同 一脂 肪 ニ テ モ、 大 量 ノ脂 肪 テ與 フル時 ハ

少 量 ノ脂 肪 テ與 フル時 ヨ リモ吸敗 率低 下 ス。 是

脂肪 ノ分 解 、溶 解 及 ピ鹸 化 率 ハ、腸 内 二分 泌 セ ラ

レタル消 化液 ノ量 二關係 スル慮 大 ナ レバ ナ リ。

牛乳及 ビ「バ ター 」ノ如 キ溶 融 黙 ノ低 キ モ ノハ清

化 吸牧 佳 良 ナ レ ドモ豚 脂 及 ビ羊 脂 ノ如 キ溶融 鐵

高 キモ ノハ吸牧 卒 比 較 的 不 良 ナ リ。

脂肪 ノ重大 性 ラ論 ズ ル ニ當 リテ眞 二意義 ア リ ト

信 ゼ ラル ・モ ノ ・一 ハ、 ソ ノrヴ4タ ー ミン」含
'有 ノ黙 ナ リ

。

「バ ター ノ中 ニハVitaminA .及 ビB.牛 乳 及

t"「ク リー ム」中 ニ ハVitaminA.及 ビB.ノ 他

Cラ モ含 有 ス。 然 ル ニ豚脂 及 ビ植物 性脂 肪 、 油

類 入 工 「バ ター」及 ピ「マ ル ガ リ ン」等 ハ、 「ヴィ

ター ミン」ヲ極 僅 二 含 ム カ又 ハ 全 ク鋏 如 シ居 ル

ガ故 二、 ソノ榮 養 上 ノ憤値 二就 イ テハ、 大 イニ

考 慮 テ要 スベ キ モ ノナ リ ト信 ズ。

Baemeisteru.Rehfeldtノ ・、 結 核 患 者 ノ 榮 養

上最 モ 重大 ナ ル 意義 ラ 有 スル モ ノハ 脂 肪 ナ リ

ト。 特 二榮 養 低 下或 ハ高 駿熱 歌 態 二於 テハ、 脂

肪 ハ 「カ ロ リーJ供 給 ノ目的 弄大 イニ役 立 ツ モ ノ

ナ リ ト。

脂 肪 ハ腸 二結 核 性 病 攣 ア ルモ ノ ラ除 キ テハ、 一一

般 二腸 管 ヨ リ比較 的簡 軍 二 吸牧 セラ レ、 而 モ ソ

ノ燃 焼 ハ結 核 性 臓 器 内 二於 テモ全 ク普 通 二行 ハ

ル ・モ ノナ リ。 爾 脂 肪 ノ同化 作 用 ラ助 クル モ ノ

ニ含 水 炭 素 ノカ アル ハ 注 目 スベ キ事 ナ リ。

特 殊 ノ生 理學 的研 究 ノ結 果 ニ ヨ レバ、 肺 臓 ソ ノ

モ ノガ直接 二 且 ツ積 極 的 二脂 肪 代 謝 二關 與 スル

モ ノ ・如 ク ニ解 セ ラル.肺 胞 壁 ノ細 胞 内 二不 規

則 ナ小 集合 歌 態 ト シテ脂 肪 ガ検 出 サ レ、 又幾 多

ノ研 究 者 ニ ヨ リ テ氣 管 周 園 ノ軟 骨 細胞 中 ニ モ脂

肪 テ諦 明 セ リ。 斯 ル肺臓 内 二於 ケ ル脂 肪 ノ含 有

量 ハ、 脂 肪 分 多 キ食 品 ラ囁取 シタル後 ノ第1時

間 目二於 テ壇 加 シ、ソ ノ後2、3時 間 ニ シ テ再 ビ

清 失 ス。 爾Rehbergノ 観 察 ニ ヨ レバ、 脂 肪 分

多 キ食物 囁 取 後 ノ血 液 ノ膳 肪 含 有 量 ハ》 動 脈 血

ヨ リモ右 心血 中 ノ方 多 量 ナ リ ト。 叉 胸 管 ヨ リ血

液 中 二逡 ラ レタル食 物脂 肪 ノー部 ハ、 肺臓 ラ通

過 スル際 二其 慮 二沈 著 シ、 而 シテ分 解 ス。 故 二

此 鮎 二於 テモ肺 臓 ガ脂 肪 代 謝 二直 接 關 與 シ居 ル

事 テ立 謹 シ得 ベ シ。

帥 チ人 艦 ハ食物 中 ニー 定 量 ノ脂 肪 テ必 要 ト シ、

ソ ノ供 給 ニ ヨ リテ肺 臓 ハ ゾ ノ生 理 的 機 能 テ逡 行

シ得 ル モ ノニ シテ、 換 言 ス レバ脂 肪 ノ供 給 テ怠

ル時 ハ肺 臓 ノ機 能 螢 爲 二支 障 テ來 タ ス モ ノ ナ

リ。 、

結 核 患 者 ノ脂 肪 代謝 二就 イ テ ハ血 液 脂 肪 ノ他 、

血 液 類 脂 肪 禮 ノ檜 減 モ亦 大 イニ意義 ア リ。 類脂

肪 膿 殊 二 「コレステ リ ンJノ増 加 ニ ヨル``Hyper。

cholestamie,,ナ ル 黙 態 ガ 良 好 ナ ル 豫後 乃 至

ハ佳 良 ナ ル免 疫 歌 態 テ意 味 スル モ ノナ ル ヤ否 ヤ

ハ未 グ諸家 ノ意 見 二完 全 ノー 致 テ見 ザ ル モ
、 個

艦 ノ血 液 類 脂 肪 艦 含 有 量 ハ囁 取 ス ル食 物脂 肪 量

二著 シク影 響 セ ラル ・モ ノナ ル事 ハ今 日一般 ノ

認 ムル庭 ナ リ。 熊 谷教 授 ニ ヨ レバ、脂 肪 豊 富 ナ

ル食 餌 ラ多 量 二與 フ レバ、血 中 ノ練 脂 肪 酸 及 ピ

総 「コ レス テ リン」量 ハ敦 レモ著 明 二増 加 ス。 而
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シテ4s且ypercholest蕊mie,,ノ 起 レル患 者 ハ榮

養歌 態 佳 良,ニ シテ、反 之 、"Hypocholest乞mie,,

ナ ル患 者 ハ即 チ増 悪歌 態 二在 ル モ ノナ リ ト。 後

者 ノ揚 合 ハ食 慾 減 退 若 シ クハ消 化 吸牧 力 ノ減 退

セ ル爲 、 事 實 上脂 肪 テ充分 二囁 取 シ能 ハ ザ リシ

事 三基 因 ス ベ シ。 爾吾 入 ノ軍常 臨林 的経 験 ヨ リ

スル モ、 脂 肪 ヲ相 當 二振 取 ス ル患者 ハ榮 養黙 態

佳 良 トナ リテ禮 重 檜加 シ、 皮膚 、 爪 及 ピ毛髪 等

ノ色 及 ピ光 澤 ノ好 攣 ハ第 一 二眼 二映 ズ ル虜 ニ シ

テ、 其 他 諸 種 ノ黙 二於 テ モ経 過 ノ良 好 ナ ル事 實

テ目撃 ス.

「コ レ ステ リンJ代 謝 ハ肝臓 機能 ト密 接 ノ關 係 ア

リテ、 ソ ノ支 配 ニ ヨ リテ調 節 ヲ保 ツ。

網 月犬織 内被 細 胞 系 モ 亦 血 中 ノ`℃holesterin。

Spiege1,,二 封 シテ重 要 ナ ル意義 テ有 ス。輕 症 肺

結 核 患 者 ニ シテ停 止黙 態 二在 ル モ ノハ 、 血液 中

又 ハ 血 清 中 ノ"Cholesterin-Spiegel"バ ー 般

二健 康 者 ト同 ジ ク シ㌻、郎 チ140乃 至170mg%

ナ リ。 重 症 者 ノ該 贋 ハ低 下 シ、 進 行 性 室 洞 性 ノ

重 症 者 ノ揚 合 ニ ハ最 モ低 下 ス。 郎 チ`℃holes舜

terin-Spiegel,,ハ 赤 血球 沈 降速 度 ト相 封 的 ニ

シ テ、 赤 血 球 沈 降 速 度 ノ低 下 シテ健 常 値 二接 近

スル時 ハ、"Cholesterin-Spiege1,,ハ 反 封 二上

昇 ス。(v。Barbarczy,Gavriatuea.)

健 康 禮 ハ 「コ レス テ リ ン」テパ 食物 中 ヨ リ類 脂 肪

膣 ノ形 ニ テ囁 取 スル ノ ミナ ラ ズ、 一 部 ハ合 成 的

ニ モ撮 取 ス。 サ レ ド結 核 性 病 艘 ニ テハ多 量 二清

費 セ ラル ・ガ故 二却 テ鋏 乏 ラ告 ゲ、 タ メニ危 瞼

ナ ル結 果 テ 醸 ス事 ア リ。 即 チ充分 ノ 「コ レステ

リ ンjナ キ爲 二s「 ヴィター ミ ン」テ シテ賦 活 シ能

ハ ザ ル結 果 ナ リ。 斯 ク ノ如 ク、 肺 結 核 患 者 二於

ケ ル脂 肪 ノ必 要 ハ、 ソ ノ内 二含 マ ル ・類 脂 肪 艦

ノ意 義 ノ ミニ テモ 既 二其 ノ重 要 性 テ想 像 シ得 ベ

シe

叉 脂 肪 ノニ次 的数 果 トシ テ 暴 グ 得 ルモ ノニ「リ

パー ゼJ問 題 ア リ。 熊 谷教 授=ヨ レバ、肺 結 核 患

者 二長 期 間大 量 ノ脂 肪 テ與 フル時 へ 血液 「リバ

ー ゼ」償 ハ著 シ ク上 昇 シ、結 核 ノ治癒 機 韓 二與 フ

ル虜 大 ナ リ ト。

結 核 ノ食 餌 療 法 中近 年 特 二重 大 視 セ ラ レ タ ル

``Sauerbrueh -Hermannsdorfer-Gersonsche

Di乞t,,ノ 数 果 ハ、氏 等 ノ重 キ テ置 キ タル減 盤 ノ

他 ご、 寧 ロ豊 富 ナル脂 肪 殊 二動 物 性 脂 肪 ノ数 果

二基 因 ス ル慮 大 ナ ラズ ヤ。 帥 チ減 藍 食 餌療 法 ト

銘 ウ チ タ ル モ ノナ レ ドモ、 其 ノ特 異 黙 ト看 ルペ

キハ減 盤 ノ ミニ非 ズ シテ、 ソ ノ虜 方 スル庭 テ黙

検 ス レバ、 脂 肪 ハ1日150乃 至200瓦 ノ多 量 ナ

リ。 故 二GSH食 餌 療 法 ノ 数 果批 判 二 際 シ テ

ハ、 此 ノ多量 ノ脂 肪 ノ影 響 コ ソ決 シテ度 外覗 ス

ベ カ ラザ ノレモ ノナ リ。

GSH食 餌 療 法 ガ今 ヤ皮 膚 結 核 二卓 敷 アル 事 ハ

何 人 モ否 定 セザ ル塵 ナ ル モ、 骨 、 關節 其 他 軟部

臓 器 ク結 核 二至 リテ ハ 其 ノ治 療 敷 果 大 イ ニ 劣

リ、 肺結 核 二於 テ ハ未 グ著 シキ好 成績 テ納 メ得

ズ。 同 ジ ク結 核 菌 ニ ヨ リテ惹 起 セ ラル ・結 核症

ニ シテ モ、掲 リ皮 膚 結 核 ノ ミニ卓数 ア リテ肺結

核 症 ニ ハ サ シテ数 果 テ認 メ得 ザ ル ハ挿 モ如 何 ナ

ル理 由 二基 ク カ。 是 甚 グ不 可 解 ニ シテ且 ツ余 ノ

興 味 深 ク感 ズ ル虚 ナ リ。

GSH食 餌 療 法 ノ治 敷 機 轄 二 就 キ テハ 諸 家 ノ見

解 檬 々 ニ シテ、既 二創 始 者 ノGersonトSauer-

bruchト ニ 於 テモ多 少 ノ相 異 テ 認 ム。 即 チG

氏 ハ該 食 餌 ニ ヨ リテ 「ア チ ドー ジス」テ招來 スル

爲 ナ リ5考 へ 、S氏 及 ビH氏 ハ該 食餌 ニ ヨ リテ

結 核症 ハ"Demineralisation,,ヨ リ{`Trans-

mineralisation,,二 慶 化 スル爲 ナ リ ト主張 ス。

太 田 博 士 ハ食 盤 ノ有 無 ヤ 「ミネ ラロー ゲ ン」ノ有

無 ハ何 等 意 義 ナ ク、 動 物 性 ノ食 品及 ピ肝 油 等 ガ

最 モ有意 義 ノモ ノナ リ ト。

余 ハGSH食 餌 療 法 ナ ル モ ノガ、 皮膚 結 核 二封

シテ卓敷 ア リ シ事 實 二封 シテ ハ舷 二ニ ツ ノ理 由

テ想像 ス。 郎 チー ハ皮 膚 ト食 盛 トノ特 殊 關 係 ニ

シテ、 食 藍 ノ人盟 内 二於 ケ ル圭貯 藏 所 ハ皮膚 ナ

ル鮎 及 ピ食 盟 ヲ多 量 二揺 ル田 舎人 ノ皮 膚 ハ食盟

テ勘 ク囁 ル郡 會 入 ヨ リモ皮膚 色 素 二富 ミ、 又紫

外 光 線 テ避iクル モ盤分 二富 ミタ ル海 風 二長 ク腸

ル ・時 ハ皮膚 ハ特 異 ノ攣 化 ラ呈 ス ノレ等 ノ事 實 ヨ

リ シテ、或 ル程 度 マ デ食撫 バ ー種 ノ皮 膚 毒 ナ ラ
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ズヤ ト思 考 ス.從 テ皮慮 結 核 症 二減 盤 食 テ與 フ

ルコ トノ赦 アルハ 理 ノ當 然 ト首 肯 スル塵 ナ リ。

第 ニ ノ理 由 ハ該 食箋 二虎 方 セ ラ レタル比 較 的 多

量 ナル脂肪 ノ作 用 ナ リ トス,ソ バ前 述 ノ如 ク結

核 ノ治i療上脂 肪 ノ供 給 コ ソ實 二重 要 訣 クベ カ ラ

ザ ルモ ノナ レバ ナ リ。

サ レ ド吾 人 ハ、肺 結 核 治 療 上GSH食 餌 療 法 ラ

バ、 他 山 ノ石 親 シテ三 氏 ノ努 力 テ葬 リ去 ル ベ キ

モ ノニ非 ズ、 ソ ノ治 数 機 韓 ラ分 析 的 二批 判 シ、

以 テ如何 ニ セ バ肺 結 核 症 ニモ亦 、 顯 著 ナ ル治療

数果 ヲ納 メ得 ル ヤ ニ努力 スベ キ ナ リ。

GSH食 餌 療 法 テ ソ ノ マ ・肺結 核 二 磨 用 シテ好

成績 ヲ得 ン ト欲 ス ル事 ハ、 恰 モ有 リ合 セ ノ鍵 テ

以 テ不 開 ノ扉 ラ開 カ ン トスル ニ似 タ リ。 吾人 ハ

此 ノ合鍵 二多 少 ノ攣 化 テ加 ヘ テ コ ソ、初 メ テ千

古不 開 ノ扉 テ見事 開 扉 シ得 ル ニ非 ズ ヤ。 故 二最

早 ヤ原 法 ノ食箋 ラ以 テ、 肺 結 核 二於 ケ ル成 績 ノ

良否 テ論 ズ ル 時代 ハ 去 リ、 今 後 ハ 該 食 箋 テ 如

何 二攣 更 改 良 ス ル カ ニ ヨ リ テ 肺 結 核 症 二於 テ

モ、 皮 膚 結 核 症 二於 テ得 タル ガ如 キ顯 著 ナ ル数

果 テ納 メ得 ル ヤ ニ在 リ。 是 目下肺 結 核 食 餌 療 法

中最 モ重大 ナ ル問題 ナ リ ト余 ハ信 ズ ル故 、 敢 テ

此 庭 二言及 セ シ次 第 ナ リ.

以 上縷 々述 くご來 タ リタル庭 ハ、 肺 結 核 患 者 二封

シテ脂 肪 テ供 給 シタル後 ノ結 果 論 、 若 シ クハ假

二與 ヘ タ ル時 ハ斯 クナ ル ナ ラ ン トノ推 論 二過 ギ

ズ,サ レ ド病 膿 之 テ欲 セガ ル カ、 若 クハ之 テ潰

化 吸 牧 シ得 ヅ レバ、 恰 モ磨 カ ザ ル玉 ニ モ等 シ。

故 二病膿 ハ果 シテ コ ノ財 寳 二封 シテ、 如 何 ナ ル

程 度 二 自己 本來 ノ慾 求 ヲナ ス ヤ、 即 チ ソ ノ慾 求

力 モ諸臓 器 ノ機 能 減 弱 ノ程 度 二磨 ジ、1又膿 蛋 白

質 ノ分解 度 若 シクハ結 核 性 中 毒 症 歌 如何 ニ ヨ リ

テ、 自 ラ異 ル モ ノナ ラ ン。

斯 ル理 論 ノ上 二立 チ テ爲 シタル観 察 コ ソ本 實験

ノ成績 ニ シテ、 是 、 治 療 上 拉 二豫 後 制 定 上 極 メ

テ重 藝 ノコ トナ リ ト信 ズ。

V.結 論

1.肺 結核 患 者 ノ食物 嗜 好 ハ過 牛藪 二於 テ畿 病

前 ト攣 移 セル ラ認 ム。

2。 斯 カル食 物 嗜 好 ノ攣 移 ハ、 初 期 ノ者 二於 テ

最 モ多 ク、ll期 皿期 ノ者 ニ ハ漸 次 ソ ノ数 ヲ減 ズ。

3・ 又経 過 ノ不 良 ナル モ ノニ ハ食物 ノ嗜 好攣 化

セル者 多 ク、経 過 佳良 ナ ル ニ從 ツテ攣 化 セ ル者

齢 シ。

4。 肺結 核 患 者 ハ絵 ジテ濃 厚 食 品 テ好 ム者 勘 ク

シテ、 患者 ノ2/3以 上 ハ淡 白食 晶 ラ好 ム。

5・ 肺結 核初 期 ノ者 ニ ハ濃 厚 ナ ル食 品 ラ好 ム者

多 ク、 反之 病期 ノ進 行 セル モ ノハ淡 白 食 品 テ好

ム者 多 シ。 是 主 ト シテ膵 臓 及 ビ肝臓 機 能 ノ減 退

二基因スルモノナラン。

6・ 経過佳良 ナル者程食物 ノ濃厚 ナルモノテ好

ミ、経過不良ナル者程淡白食餌ヲ好ム。

7.肺 結核症中有熱者ハ特二淡白食好 ミナリ。

從 テ脂肪 テ多量二與 フルGSH減 監食療法ニ

ハ、有熱肺結核患者ハ適磨症ナラザルベシ。

8.以 上ヲ要約 スルニ、肺結核患者 ノ食物嗜好

ガ、登病前 ノ嗜好 ヨリ攣化 シテ、殊 二濃厚食品

ラ好ムヤウニナリ來 ル時ハ、豫後良好ナルベ シ

ト判定 シ得。

稿ヲ終ルニ臨 ミ御指導及 ビ御校閲ヲ賜 リタル草

間滋教授及 ピ武久院長 二謹 ンデ謝意ヲ表ス。

食物嗜好 リノ他 コノ研究昌封 スル主要文厭

1)Bacmeister.Rehfeld,Ern6hrungundDiatbei

Tuberkulose.2)熊 谷 醤 藏,第 十 同 日本 結 核 病

學 會講 演.肺 結 核.3)宮 川米 次,第 十 一 同 日本

結核 病 學 會講 演.自 己 ノ経 験 ヨ リ見 タ ル 無 臨 食 餌

療 法特 二肺 結 核 患 者 二對 シ テ.4)春 木秀 次朗,

第十 一同 日本結核病學會講演.肺 結核患者 二對 ス

ル無 顧食餌療法.5)平 井交雄,慶應醫 學部食

養研 究所編食養療法.結 核性疾 患 ノ食餌療法6)

島薗順次朗,日 本結核病 學會第十一同 特 別 講 演.

結核 ト「ヴィタ ミン」二就 イテ.
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ロー ベ ル ト コ ホ25同 忌 二當 リテ

弦 二 吾等 ノ 亘 匠 ・一 ・Y"ルト、 コホ ノ第2:)回 忌

二當 リ、 吾 等 ガ常 二此 亘 匠 二捧 ゲ テ休 マ ザ ル、

深 厚 ナ ル感 謝 ト敬 愛 ノ念 ラ表 ハ サ ンガ タ メ、 近

代 ドイ ツ微 生 物 學 者 テ代 表 シテ敢 テー 言 テ蓋 サ

ン トス。

吾 等 彼 レノ逡 業 ラ纏 ゲ者 、 亘 匠 ノ佛 子追 ハ ン ト

欲 スル者 ハ、 業 績 テ積 ム ニ心 スベ キ ハ客 観 ト綿

密 ノニ 事 二在 リ.吾 等 ハ此 意 ラ艦 シテ、 ナ シモ

重 キ試 練 卜切 瑳琢 磨 ノ25年 ハ過 ギタ リ。吾 等 ハ

再 ピ斯 學 二於 ケル第 一 先 頭 的 地 位 テ吾 等 ノ愛 肩

二澹 フ ラ得 ン哉
.ソ レハ大 戦 前 二在 テハ實 二吾

等 ガ擁 シ タ リケ ル大 牙 ナ リケ リ。

亘 匠逝fテ25年 ハ過 ギ タ ル ガ、彼 卜比 肩 スn"'キ

亘 人 ハ未 グ出 デ ズ、 彼 ハ 今 術 ホ耕 然 トシテ斯 道

ノ第 一 人 タ リ.偉 大 ナ ル磯 見 者、 統 帥 ノ大 器 タ

リケ ル亘 人 ハ實 二我 ガ±』イL■ノ學 者 ニ シテ、 ド

イ ツ人 ノ模 範 ニ テ ア リケ リ.

ロ ー ベ ル ト、 コ ホハ實 二透 徹 セル天 稟 、 思 索 デ

行 ル ノ純 理 、 不 屈 不 僥 ノ勤 勉 ラ 兼 備 セル 「ゲ ニ

f」ニ テ ア リケ1レ。

宜 ナ ル カナ、 彼 ガ偉 大 ナル創 造 ハ 今 ヤ牢 固 トシ

テ大 ナ ル根 蓄 ラ張 リ、沖 天 ノ大 幹 ト シテ繁茂 セ

リ。 傳 染 病原 ラ登 見 シ、 ソ レラ撲 滅 セ ンガ タメ

ニ、世 界 ノ學 者 ノ彿 ヒタ ル努 力 ト苦 心 ノ跡 テ見

ヨ、 後 人 ハ彼 二追 躍 シテ噌黒 世 界 二傳 染 病 ノ病

原 テ探 リ、 傳 播 ノ経 路 テ討 ネ、 ソ ノ封策 ラ示 シ

タ リ、 彼 ハ實 二炬 火 テ捧 グル ソ ノ先 達 ニ テ ア リ

ケ リ。

斯 クテ彼 ノ衣 鉢 ラ繊 グ者 ハ世 界 二普 ク、 彼 等 ハ

■ ホ.ガ技 術 テ模 倣 シ、精 静 ヲ踏 襲 シタル ガ故 二、

彼 等 ハ皆 一2*ガ 門 生 二外 ナ ラズ、 彼等 ガ成 シ逡

グ タ ル業績 ノ敏 々ハ 、 取 リモ直 サ ズ、 コホ ガ蒔

キ卸 シ タル種 子 ノ牧 穫 タ リ。

亘人 コ ホ ガ生前 世 界 維 讃 ノ的 タ リケ ル コ トへ

吾 等 ノ夙 二聴 ク夙 外 來 ノ學 者 等 ハ今 モ猫 ホ ソ

レテ語 ッ テ休 マザ ル所 ニ シテ、 各 國 ヨ リ ドイ ツ

ニ入 リ、 伯 林 テ訪 ハ ン程 ノ者 、 亘 人 ニ シテ我 ガ

三杢 研 究 所 ノ門 テ叩 カザ ル者 無 ク,研 究 所 テ訪

ネ テ三杢 ノ嬢 二敬 皮 ナ ル 禮 拝 テ暴 グザ ル 者 無

シ、 吾 ガ三 ホ ガ研 究 所 ハ今 ヤ正 二醤 人巡 舞 ノ窯



第7號 】 課 纂 581

揚 タ リ。

偉大 ナル學 者 ハ マ タ偉 大 ナ ル政 治 家 、 大 軍 人等

ト劣 ラズ、 三杢 ガ逡 セ ル業 績 ハ ア ラユ ル大 英傑

ノ逡 業 二比 肩 ス。彼 ハ現 代 醤學 界 ノ奪 敬 ノ的 ニ

シテ、吾 等工翌 民 族 ガ彼 テ撮 仰 シ崇 拝 ス ルハ

當然 ナ ラズ ヤ。

彼 レノ門弟 等 ガ各 國 二播 ガ リテ普 ク人 畜 ノ病 原

ラ嚢 見 セル歎 ハ實 二彩 シ ク、 從 ツ テ ソ レ等 ノ傳

染 病 ノ封 策 ハ確 定 シ、 風 土 病 ノタ メ ニ佳 ム ニ堪

エ ザ リク ル廣 土 ハ從 ツ テ 浄 化 シ タ ル ガ 故 二、

コホハ亦 實 二人 類 産 業 ノ恩 人 タ リ。 過 ル大 職 二

在 テモ職揚 テ襲 フ悪 疫 ヲ學 術 ノカ ニ ヨツ テ発 レ

得 タル者 ハ幾 十萬 ゾ,是 モ亦 吾人 ノ忘 ルベ カ ラ

ザ ル、大 三 杢 ガ遺 セル偉 勲 ナ リ ト言 ヒツベ キ ナ

リ。

ロー ベ ル ト、 コホ ハ亦能 ク長 壽 ニ シテ、 自 ラ蒔

キ タル種 子 ノ多 ク ノ結 實 テ眼 ノ前 二賭 ル テ得 タ

リ、 多 幸 ナ リ ト言 ハ ンカ。 然 レ ドモ彼 ハ徹 頭 徹

尾 眞 乎 ドイツ人 ノ典 型 ニ シテ、 終 生 善 ク簡 素 卜

恭 謙 トニ終 始 セ リ。

彼 互 匠 ノ著 述 ノ今 二遺 レル モ ノハ、 後 進 ノ タ メ

寳 ノ山 ニ シテ、智i織 ノ源 泉 タル コ ト今 猫 ホ 昔 ト

攣 ラズ 、彼 ガ生命 ハ永 建 ナ ル哉 。

亘 人 ノ行 藏 ハ人 ノ民 族 ト後 昆 二盤 ス ベ キ吾 等 ガ

責 任 ヲ告 グル ノ警 鐘 ノ響 ヲ断 タ ズ。

亘 人 ノ婁 ハ此 所 コホ研 究 所 内 二 安 ラ カ ニ 祭 ヲ

レ、 彼 ノ逡 業 ヲ綴 グ者 ノ作 業 ヲ微 笑 シツ ・看 護

ス ルモ ノ ・如 シ.カ クテ、吾 等 ノ感 謝 、吾 等 ノ

誇 リハ亘 人 二封 スル吾等 ガ信 仰 タ リ。

鳴 呼、 ドイ ツ ノ亘人 ヨ。

伯 林 、 コホ研 究 所

ヱ ム、 ク ン アル

(有馬頼吉謬》
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